
報

閥
桐

等

稗
詣

髭

研

究

状

況

班

研

究

東

方

部

先
秦
時
代
文
物
の
研
究

班
長

林

巳
奈
夫

昭
和
五
〇
年
四
月
よ
り
開
始
､
五
ヶ
年
の
計
琴

班
員

は
左
記
の
通
り
｡

相
川
佳
予
子
､
秋
山
進
午
､
池
田
秀
三
､
上
山
春
卒
'

江
村
拾
樹
､
尾
崎
雄
二
邸
､
川
又
正
智
､
衣
川
喝

桑
山

正
準

小
南

i
郎
'
近
藤
喬

i
'
杉
本
憲
司
､
曾
布
川
寛
､

田
中
淡
､
永
田
英
正
､
橋
本
敬
造
'
樋
口
隆
康
､
日
比
野

丈
夫
'
船
越
昭
生
､
町
田
章
､
松
原
正
毅
､
吉
田
光
邦

研
究
は

F
周
穫
』
の
合
議
と
先
秦
文
物
開
床
資
料
の
研

究
､
紹
介
の
二
本
立
て
で
進
め
る
o

F
周
健
L

の
合
講

は
､
上
記
の
期
間
中
､
大
牢
よ
り
塩
入
ま
で
を
､
小
南

･

衣
川

･
林

･
山
本
徳
子

･
池
田
が
培
苫
し
た
｡
そ
の
間
､

十
月
三
日
に
江
村
が

｢
侯
馬
盟
書
｣
の
資
料
を
紹
介
､
そ

の
研
究
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
な
い
､
四
月
十
六
日

に
は
､
吉
川
幸
次
郎
氏
の
､
経
書
と
し
て
の

r
周
碓
J
の

特
色
と
そ
の
樽
承
に
つ
い
て
の
講
話
を
聞
い
た
｡

漠
事
の
研
究

班
長

吉
川

忠
夫

F漢
書
』
の
う
ち
で
も
と
-
に
志
の
部
分
を
中
心
に
し

薬

報

て
合
讃
評
注
を
行
な
っ
て
き
た
o
そ
の
う
ち

｢
食
貨
志
｣

｢溝
弧
志
｣
｢
律
暦
志
｣
お
よ
び

｢郊
紀
志
｣

の
詩
を
終

り
､
そ
の
注
を
作
成
し
っ
つ
あ
る
と
同
時
に
､
社
員
の
永

田
英
正
に
よ
っ
て

｢
金
貨
志
｣
木
文
の
校
勘
記
が
作
ら
れ

た
｡
ま
た

｢
律
暦
志
｣
の
辞
は
川
勝
義
雄
と
橋
本
敬
蓮
に

ょ
っ
て
公
刊
さ
れ
た
｡
現
在
は

｢
五
行
志
｣
を
讃
み
す
す

ん
で
い
る
｡
な
お
梅
原
郁
の
外
国
出
張
に
と
も
な
い
､
五

一
年
度
は
吉
川
が
班
長
を
代
行
す
る
0

博
物
志
の
研
究

班
長

山
田

慶
兄

F
博
物
志
』
の
侠
文
の
収
集
お
よ
び
校
訂
を
､
五
〇
年

の
夏
に
お
え
､
評
注
も
現
在
ま
で
に
､
全
髄
の
約
八
割
を

お
え
る
こ
と
が
で
き
た
｡
年
度
内
に
は
橡
定
ど
お
り
完
了

す
る
み
こ
み
で
あ
る
｡

ま
た
｢
科
聾
者
列
侍
の
研
究
｣
の
報
告
は
､
現
在
､
原

稿
を
作
成
中
で
あ
り
､
近
-
出
版
で
き
る
改
定
で
あ
る
｡

中
国
中
世
の
文
化
と
杜
嘗

班
長

川
勝

義
雄

五
世
紀
か
ら
八
世
紀
に
至
る
中
国
の
社
食
に
お
い
て
､

宗
教
的
精
神
が
さ
ま
ざ
ま
の
文
化
現
象
の
根
底
に
横
た
わ

っ
て
い
る
こ
と
に
注
視
し
て
､
第

1
年
度
に
ひ
き

つ
づ

き
､
店
の
道

宣
縞

『
贋
弘
明
集
』
を
讃
み
進
ん
で
き
た
.

現
在
で
は
､
そ
の
撃

石

に
収
め
ら
れ
る
南
賓
の
克
陵
王

･
庸
子
良
撰

｢浮
佳
子
｣
の
讃
注
を
完
了
し
て
､
撃

六

｢俸
頑
篇
｣
の
愈
讃
を
綬
け
て
い
る
.

な
お
､
嘗
該
時
代
の
物
質
文
化
の
諸
問
題
や
､
比
較
思

想
史
的
見
地
か
ら
の
研
究
と
し
て
､
左
記
の
硬
表
が
行
な

わ
れ
た
｡

五
〇
年
十

l
月
五
日

法
隆
寺
所
蔵
四
騎
獅
子
狩
文
錦

の
製
作
川

桑
山

正
進

五

1
年
二
月
四
日

沸
教
の
比
較
思
想
史
的
考
察

山
下

正
男

五

一
年
五
月
十
二
日

六
朝
唐
代
の
壁
歪
に
見
え
た
る

建
築

田
中

淡

晩
唐
文
筆

班
長

荒
井

健

本
研
究
で
は
晩
唐
の
詩
人
､
李
商
陰
を
封
象
と
し
て
と

り
あ
げ
た
｡
底
本
に
は
鏡
謙
金
寓
校
本
影
印
版
を
用
い
､

｢文
苑
英
撃
』
等
を
校
勘
の
資
料
と
し
､
七
紐
の
部
分
の

合
議
を
進
め
て
き
た
O
五
〇
年
四
月
の
研
究
班
萄
足
以
来

丁
年
あ
ま
り
､
現
在

｢
霜

月
｣
以
下
二
五
荒
を

一
聴
講
了

し
た
｡

朱
子
語
類
の
研
究

班
長

山
田

慶
兄

過
去
五
年
に
わ
た
る
朱
子
研
究
班
は
朱
子
語
類
研
究
班

に
敬
展
的
に
解
治
し
､
目
下
､
社
員
各
氏
に
よ
る
論
文
準

備
と
並
行
し
て
､
讃
7
分
の
評
注
を
所
内
班
員
各
位
の
協

力
を
得
て
進
め
つ
つ
あ
る
｡
巻

一
(
理
気
)
'撃

ニ
(
鬼
紳
)

は
完
了
､
い
ま
巻
二

(天
文
地
理
)
が
着
々
と
進
行
し
っ

つ
あ
る
｡
な
お
五
〇
年
十
二
月
八
日
に
､
嘩
水
光
司
氏
に

よ
る
研
究
報
告

｢
道
学
と
道
教
と
道
家
｣
を
行
な

っ
た
｡

中
国
偶
数
史
撃
史
の
研
究

社
長

牧
田

諦
亮

昭
和
五
〇
年
四
月
か
ら
の
合
議
は
､
末
の
讐
寧
藻

の

r
大
末
僧

史
略
j
三
春
を
封
象
と
し
へ
社
員
の
協
力
に
よ

っ
て
詩
法
を
年
度
内
に
完
成
し
､
昭
和
四
七
年
以
来
の
中

国
沸
教
史
撃
史
の
研
究
の
報
告
と
す
る
｡
附
帯
し
て
進
行

中
の
中
国
高
僧
侍
索
引
も
第
五
着

(宋
高
僧
倖
索
引
上
)

四
〇
七



東

方

嬰

報

を
五

t
年
三
月
に
完
成
し
た
｡

近
世
中
国
の
歴
史
地
理
撃
的
研
究

班
長

日
比
野
文
夫

｢
天
下
郡
国
利
病
害
の
研
究
｣
は
､
昭
和
五
〇
年
三
月

末
に
一
段
落
つ
い
た
も
の
と
し
て
､
そ
の
後
は
研
究
成
果

の
整
理
と
班
員
各
自
の
論
文
作
成
に
従
事
し
､
報
告
書
と

し
て
出
版
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
｡
併
せ
て
四
月
か
ら

表
記
新
題
目
の
も
と
に
'
末
代
よ
り
清
代
に
い
た
る

一
貫

し
た
歴
史
地
理
学
的
諸
事
象
を
と
り
あ
げ
､
そ
の
問
題
鮎

を
追
求
す
る
こ
と
と
し
た
｡

明
清
杜
富
の
襲
革
に
関
す
る
研
究

姓
長

小
野

和
子

本
研
究
は
'
明
清
時
代
を
､
政
治

･
社
食

･
経
済
･

思

想

･
文
化
の
各
方
面
か
ら
組
合
的
に
研
究
し
､
そ
の
社
食

愛
革
の
過
程
を
歴
史
的
に
あ
と
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
｡
嘗
面
は
､
明
清
時
代
を
全
般
的
に
と
り
あ
つ
か
う

が
､
徐
々
に
焦
梨
を
明
未
満
初
に
し
ぼ
っ
て
ゆ
く
橡
定
で

あ
る
0
月

-
同
､
研
究
報
告
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
毎
週

i
同

(水
曜
日

1
時
牛
～
五
時
)
､
『
皇
明
経
世
文
編
』
の

合
講
を
お
こ
な
い
'
あ
わ
せ
て

コ
純
正
株
批
諭
旨
』
の
資

料
整
理
を
も

お
こ
な

っ
て
い
る
｡

清
代
経
撃
の
研
究

班
長

尾
崎
雄
二
郎

東
方
部
助
手
合
の
合
講
を
引
き
つ
い
で
研
究
班
と
し

た
｡
顧
炎
武

門
日
知
録
｣
三
十
二
巻
本
を
､
そ
の
初
め
か

ら
読
む
｡
r
集
梓
Jl
に
替
え
て
江
を
書
く
気
持
が
あ
る
O

第

1
年
度
の
非
常
勤
講
師
に
は
'
福
本
雅

1
氏
を
依
頼
し

た
｡

五
四
蓮
動
研
究

班
長

森

時
彦

r解
放
輿
改
造
』
『建
設
』
の
あ
と
'
『国
民
』

『中
国
農

民
L
r
曙
光
L
r
甲
寅
雄
誌
L
F
孔
散
骨
雑
誌
1
r
前
鉢
J
r
少

年
JI
『
赤
光
lF
小
説
月
報
』F
共
産
某
月
刊
』等
の
紹
介

･
評

論
に
よ
っ
て
､
五
四
時
期
の
諸
思
潮
を
跡
づ
け
る
作
業
を

磨
け
る

-
方
'
｢
パ
-
講
和
合
議
に
お
け
る
人
種
藁
と
山

東
問
題
｣
｢
留
沸
勤
工
倹
撃
運
動
｣
｢李
大
剣
に
つ
い
て
｣

｢
圃
故
整
理
運
動
｣
｢
清
末
の
保
守
主
義
｣
｢
帝
国
主
義
と

中
国
関
税
制
度
｣
｢
五
四
前
後
の
日
本
外
交
｣
等
の
研
究

報
告
が
行
わ
れ
た
｡

ま
た
､
J
.
C
h
e
sn
e
a
u
x
"L
e
m
o
uv
e
m
e
n
t
o
uv
r
i

er

c
h
in
o
is
d
e
t9
)9
a
t9
27
",
E
.
R
h

oa
d
s
LLC
hi
n

a.s

R
e
p
ub
lic
a
n
R
ev
ol
ut
i
o

n"

の
書
評
も
綴
り
ま
ぜ
､
論

文
集
作
成
へ
の
準
備
も
軌
道
に
の
り
は
じ
め
て
い
る
｡
な

お
､
今
年
度
の
非
常
勤
講
師
は
松
本
英
紀
氏
に
お
願
い
し

て
い
る
｡

現
代
中
国
の
政
治
過
程
と
民
衆
の
意
識

班
長

竹
内

安

研
究
報
告
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
お
こ
な
っ
た
｡

｣ハ
月
十
日

文
化
大
革

命
の
髄
駿

顔
見
敏
郎

｢
毛
揮
東

･
文
化
大
革
命
を
語

る
｣
書
評

茂
木
信
之

六
月
二
十
四
日

文
革
後
の
文
撃
状
況

九
月
三
十
日

十
月
十
四
日

吉
田
富
夫

婚
姻
法

･
人
民
公
社

･
文
化
大

革
命
1

婦
人
の
解
放
を
め
ぐ
っ

て
-

小
野
和
子

王
ア
ン
ナ

｢
革
命
中
国
に
嫁
ぎ

て
｣
書
評

吉
田
富
夫

M
.
〇
k

senbergほ
か

｡T
h
e

四
〇
八Chin

es
e

P
o
liti
c
a
l

Spe
c
tr･

um｡
紹

介

と

批

評

森

時
彦

十
月
二
十
八
日

アメ
-
カ
の
中
国
政
策
-

一

九
四
五
～
七
二
年

守

川
正道

十

一
月
十

一
日

上
海

〝
一
月
革
命
″
を
め
ぐ

っ

て

矢
吹

啓

十

一
月
二
十
五
日

中
国
に
お
け
る
宗
教

牧
田
諦
亮

一
九
七
｣ハ
年

一
月
二
十
七
日

浩
然
の
作
品
と
北
方
語
粟

阿
轍
耶
順
宏

浩
然
の

｢艶
陽
天
｣
に
つ
い
て

深
揮

1
章

四
月
二
十
七
日

毛
揮
東
著
作
年
表
に
つ
い
て

中
村
公
省

五
月
十

一
日

現
状
分
析

探
揮

一
幸

北
村
稔

竹
内
賓

五
月
二
十
五
日

毛
滞
東
文
献
研
究
の
現
状

竹
内

資

漢
籍
委
員
禽

委
員
長

尾
崎
雄
二
邸

毎
週

一
同
の
委
員
食
で
整
理
業
務
の
虞
理
を
行
な

っ
て

い
る
｡

類
目
委
員
曾

委
員
長

勝
村

哲
也

東
洋
学
文
戯
類
目
の
編
某
は
､

一
九
六
五
年

(
昭
和
四

〇
年
)
か
ら
は
､
本
所
附
属
の
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
が

中
心
と
な
り
'
所
内
よ
り
､
協
力
を
得
て
進
め
ら
れ
て
来

た
が
､

1
九
七
〇
年
四
月
よ
り
､
新
た
に
類
目
委
員
合
が

頚
足
し
て
編
纂

を
授
嘗
す
る
こ
と
と
な
り
､
所
内
よ
り
の

協
力
健
制
が

l
そ
う
強
化
さ
れ

'
内
容
の
充
箕
が
期
待
さ



れ
る
に
至
っ
た
｡
毎
週

一
同
'
定
期
的
に
合
合
し
て
､
編

纂
の
た
め
の
共
同
作
業
を
賓
施
し
て
い
る
｡

一
九
七
三
年

度
版
を
昭
和
五
〇
年
九
月
に
出
版
し
た
｡
ひ
き
つ
づ
き

一

九
七
四
年
度
版

を
印
刷
中
で
あ
る
｡

日

本

部

一
九
三
〇
年
前
後
の
政
治
と
杜
骨

班
長

井
上

清

こ
の
研
究
班
は
日
本
資
本
主
義
の
危
機
が
深
化
す
る
一

九
三
〇
年
前
後
を
封
象
と
し
て
､
昔
時
の
政
治

･
社
食

･

思
想

･文
化
状
況
を
総
合
的
に
究
明
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
｡
今
期
は
最
終
年
度
に
あ
た
り
､

報
告
書
作
成

に
む
け
て
研
究

･
討
論
を
つ
づ
け
て
き
た
｡
七
六
年
三
月

で
一
腹
研
究
合
は
終
了
し
､
現
在
各
人
が
論
文
執
筆
中
で

あ
る
｡

日
中
戟
学
期
の
政
治
と
社
曾

班
長

井
上

清

こ
の
研
究
班
は
七
六
年
四
月
よ
り
､
前
期

｢
一
九
三
〇

年
前

後
の
政
治
と
社
食
｣
研
究
班
を
ひ
き
つ
い
で
敬

足

し
､

｢
瑞
洲
事
埜
｣
以
降
､
日
中
戟
字
の
全
面
的
族
大
､

太
平
洋
戦
争
へ
い
た
る
時
期
を
封
象
と
し
て
､
そ
の
封
内

外
政
策
､
社
食
､
思
想
状
況
､
民
衆
動
員
の
展
開
な
ど
を

組
合
的
に
あ
さ
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
｡

社
曾
運
動
の
研
究

班
長

渡
部

徹

七
三
年
四
月
か
ら
の
､
主
と
し
て
両
大
我
問
の
内
外
の

社
食
運
動
の
賀
意
分
析
を
碓
繰
し
､
七
六
年
度
よ
り
の
三

カ
年
で
成
果
を
ま
と
め
る
像
定
｡

日
本
に
お
け
る
市
民
文
化
の
形
成
1
(文
明
開
化
の
研

究
)

班
長

林
屋
辰
三
郎

幕
末
文
化
の
研
究
を
終
了
し
､
七
六
年
四
月
よ
り
第
三

桑

報

期
文
明
開
化
の
研
究
に
入
っ
た
｡
文
明
開
化
の
研
究
は
た

ん
に
時
期
を
文
明
開
化
期
に
し
ぼ
ら
ず
'
い
わ
ば
本
研
究

班
の
歩
み
を
絶
括
す
る
意
味
を
含
め
て
､
江
戸
時
代
末
期

か
ら
明
治
中
期
ま
で
を
扱
う
橡
定
で
あ
る
｡
現
在
三
名
の

外
国
人
研
究
者
も
含
め
て
､
す
こ
ぶ
る
国
際
色
豊
か
な
研

究
合
が
硬
い
て
い
る
｡
な
お
幕
末
文
化
の
研
究
は
七
月
に

原
稿
を
締
切
り
､
早
期
刊
行
を
め
ざ
し
て
い
る
｡

日
本
帝
国
主
義
の
朝
鮮
支
配

社
長

飯
沼

二
郎

こ
の
研
究
班
は
七
六
年
四
月
よ
り
敬
足
し
､
お
も
に
-

九

二

年
朝
鮮
併
合
以
降
の
日
本
帝
国
主
義
の
朝
鮮
に
た

い
す
る
植
民
地
支
配
の
形
成
と
箕
態
､
お
よ
び
そ
れ
に
封

す
る
朝
鮮
民
衆
の
民
族
解
放
の
闘
争
の
過
程
を
諸
側
面
か

ら
究
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
｡

家
族
間
題
の
研
究

班
長

太
田

武
男

こ
の
研
究
は
､
夫
婦

･
親
子

･
相
領
な
ど
を
め
ぐ
る
諸

問
題

に
関
す
る
理
論
的

･
窯
詔
的
研
究
を
､
そ
の
主
た
る

目
的
な
い
し
内
容
と
す
る
｡
従
来
､

こ
の
方
面
の
研
究

は
､
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
お
い
て

個
別
的
に
行
な
わ

れ
て
い
た
が
､
今
岡
の
研
究
は
､
法
律
学
的
な
観
鮎
か
ら

の
考
察
を
中
心
と
し
つ
つ
も
､
そ
れ
に
社
食
人
類
撃
的
な

硯
鮎
か
ら
の
考
察
な
ど
を
も
加
え
て
､
総
合
的
に
行
な
わ

ん
と
す
る
鮎
に
お
い
て
特
徴
的
で
あ
る
｡
昭
和
四

1
年
四

月
よ
り
毎
週

一
同
研
究
食
を
開
い
て
､
主
と
し
て
夫
婦
問

題
､
な
か
で
も
と
-
に

｢
離
婚
問
題
｣
に
つ
い
て
研
究
を

す
す
め
､
そ
の
成
果
は

｢
現
代
の
離
婚
問
題
｣
(有
斐
閣
)

と
し
て
世
に
迭
り
､
ま
た
､
昭
和
四
四
年
四
月
か
ら
は
､

主
と
し
て
親
子
問
題
を
中
心
に
研
究
を
進
め
､
そ
の
成
果

は
'
『
現
代
の
親
子
問
題
L
(有
斐
閣
)
と
し
て
世
に
逸
っ

た
｡
そ
し
て
､
昭
和
五
〇
年
四
月
よ
り
欝
三
期
に
入
り
､

現
代
の
相
税
問
題
､
な
か
で
も
過
言
制
度
な
い
し
琴
言
を

め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
組
合
的
な
研
究
を
行
な
っ
て

い
る
｡

現
代
都
市
の
研
究

班
長

太
田

武
男

こ
の
研
究
は
､
現
代
都
市
の
も
つ
問
題
を
多
様
な
視
野

か
ら

明
ら
か
に
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
が
､
富
面
の
と
こ

ろ
､
封
象
を
京
都
市
に
し
ぼ
り
､
以
下
の
よ
う
な

一
連
の

調
査
を
茸
施
し
た

(
1
部
は
計
表
中
)o
①

市
民
を
封
象

と
し
た
い
わ
ゆ
る
市
民
意
識
調
査
､
㊤
市
愈
議
員
調
査
､

⑨
市
職
員
意
識
調
査
､
④
町
内
合
､
町
内
合
長
調
査
､
⑤

各
種
圃
健
調
査
｡
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
素
材
と
し
て
､
京

都
市
の
政
治

･
行
政
過
程
を
考
察
す
る
｡

西

洋

部

フ
ラ
ン
ス
第
二
帝
政
期
の
研
究

班
長

河
野

健
二

第
二
帝
政
の
研
究
は
近
年
と
み
に
盛
ん
に
な

っ
て
い

る
｡
そ
れ
は
こ
の
時
代
が
直
面
し
た
諸
々
の
問
題
が
､
現

代
と
い
う
我
々

の
時
代
の
問
題
に
直
接
つ
な
が
り
､
そ
の

意
味
で
ゆ
た
か
な
示
唆
を
も
つ
と
い
う
こ
と
が
再
認
識
さ

れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
｡
政
治

･
社
食

･
経
済
そ
し
て
文
化

等
々
の
多
面
的
な
研
究
を
完
了
し
､
現
在
報
告
書
を
作
成

中
で
あ
る
｡

T
九
三
〇
年
代
の
∃
I
EI
ツ
パ

班
長

河
野

健
二

三
〇
年
代
が
現
代
史
に
お
い
て
も
つ
重
要
性
は
贋
-
知

ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
そ
し
て
こ
の
時
代
は
諸
々
の
意

味
で
今
日
の
我
々
の
有
様
に
密
に
つ
な
が
っ
て
い
る
｡
就

中
､
経
済
史
的
に
み
て
そ
れ
は
今
日
の
高
度
消
費
型
社
食

の
到
来
を
告
げ
る
時
代
で
あ
っ
た
｡
絶
望
と
希
望
と
が
奇

妙
に
入
り
雑

っ
た
三
〇
年
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
経
済
､
政
治

四
〇
九



東

方

学

報

そ
の
他
か
ら
多
角
的
に
研
究
中
で
あ
る
｡

前
近
代
社
食
に
お
け
る
杜
含
動
態

班
長

合
田

雄
次

五

一
年
三
月
で
､
前
近
代
に
お
け
る
知
識
人
層
と
社
食

と
の
相
関
を
探
る
研
究
合
は

1
殿
解
散
し
､
四
月
か
ら
は

新
た
に
前
近
代
の
社
食
動
態
が
討
論
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ

た
O
前
近
代
で
は
知
識
が
そ
れ
自
健
と
し
て
自
立
し
て
い

な
い
た
め
へ
研
究
班
で
は
知
識
人
層
は
か
な
り
贋
い
概
念

で
理
解
さ
れ
､
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
･
ス
タ
デ
ィ
が
検
討

さ
れ
た
｡
成
果
を
公
表
す
べ
く
努
力
中
で
あ
る
｡
新
研
究

輩
で
は
､
侍
続
的

･
固
定
的
と
み
な
さ
れ
が
ち
な
融
合
内

で
の
流
動
的
要
素
を
摘
出
し
､
柔
軟
な
社
食
論
を
創
出
す

べ
-
努
力
中
で
あ
る
｡
さ
し
あ
た
っ
て
は
'
理
論
的

一
致

鮎
を
見
出
す
た
め
に
､
従
来
ま
で
の
社
食
移
動
論
を
再
検

討
中
で
あ
る
O

人
文
撃
の
方
法

班
長

上
山

番
卒

前
年
度
の
西
洋
近
世
論
理
思
想
の
研
究
合
は
五
〇
年
十

7
月
を
も

っ
て
終
了
し
､
班
員
は
各
々
テ
ー
マ
を

選
ん
で

論
文
執
筆
に
入
っ
た
｡

五

一
年
四
月
よ
り
新
た
に
始
ま

っ
た
人
文
撃
の
方
法
に

関
す
る
研
究
班
は
､
嘗
面
歴
史
学
の
方
法
論
を
中
心
テ
ー

マ
と
し
､
手
始
め
に
C

･
S

･
パ
ー
ス
の
歴
史
哲
学
の
構

想
を
検
討
し
て
い
る
｡

ボ
ー
ド
レ
ー
ル

･
悪
の
花

註
揮

班
長

多
田
道
太
郎

既
に
敬
表
し
た

『整
衝
詩
篇
註
樺
J
の
相
互
批
判
を
績

け
て
き
た
が
間
も
な
-
終
わ
る
｡
倍
愛
詩
篇
は

｢
猪
｣
ま

で
進
み
､
あ
と
五
篇
で
ジ
ャ
ン
ヌ
∴
ア
ユ
ヴ
ァ
ル
詩
篇
を

讃
み
終
え
る
o
十

1
月
よ
り
イ
ヴ
=

マ
-

･
ア
-
ウ
研
修

員
が
参
加
し
て
い
る
｡

杜
骨
編
成
の
比
較
人
類
撃
的
研
究

班
長

谷

泰

社
食
人
類
学
は
､
こ
れ
ま
で
､
出
自
薬
園
と
か
親
族
と

い
っ
た
基
礎
的
な
集
国
を

｢
構
造
｣
と
し
て
研
究
し
て
き

た
｡
社
食
構
造
は
理
論
的
な
分
析
概
念
と
し
て
も
､
ま
た

経
駿
的
に
把
握
す
る
こ
と
の
で
き
る
賓
在
的
な
も
の
と
し

て
も
､
多
義
的
に
用
い

ら
れ
て
き
た
｡
し
か
し
'
最
近
に

な

っ
て
､
研
究
が
多
面
的
に
零
展
し
て
く
る
に
従
い
､
基

礎
集
園
を

｢
構
造
｣
と
し
て
把
握
す
る
立
場
の
限
界
が
明

ら
か
に
な

っ
て
き
た
｡
本
研
究
班
は
､
新
た
に
'
社
食
的

詩
集
国
が
個
人
や
小
葉
園
を
軸
と
し
て
､
敬
生
的
に
ど
の

よ
う
に
編
成
さ
れ
て
い
る
の
か
を
追
求
す
る
｡
個
人
間
の

封
面
行
動
や
近
接
行
動
な
ど
が
､
社
食
関
係
行
動
を
編
成

し
て
ゆ
-
過
程
を
､
い
-
つ
か
の
異
な
る
文
化
の
事
例
を

と
り
あ
げ
て
比
較
し
､
社
食
的
詩
集
園
の
編
成
原
理
を
導

き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
､
社
食
人
類
聾
の
古
典
的
課
題
に

新
し
い
光
を
投
げ
か
け
る
こ
と
を
目
指
す
｡

人
類
撃
に
お
け
る
方
法
論
の
研
究

班
長

谷

泰

人
類
学
は
､
生
物
種
で
あ
る
人
類
が
､
多
様
な
自
然
環

境
の
中
で
､
極
め
て
多
様
に
分
化
し
た
生
活
様
式
を
営
ん

で
い
る
､
そ
の
諸
側
面
を
綜
合
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
｡
そ
の
た
め
､
人
類
学
の
方
法
論
は

非
常
に

多
様
で
あ
る
｡
本
研
究
班
は
､
こ
れ
ら
の
諸
方
法
を
自
覚

的
に
と
ら
え
直
し
､
新
し
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

生
態
人
類
学
'
エ
ス
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
､
言
語
分
析
等
の
方

法
の
現
賓
へ
の
適
用
可
能
性
'
有
数
性
と
限
界
の
検
討
を

お
こ
な

っ
て
い
る
｡
こ
の
成
果
の
上
に
た
っ
て
､
現
賓
の

四

一
〇

調
査
結
果
に
封
し
て
既
い
適
用
範
囲
を
も

っ
た
'
精
密
な

分
析
方
法
の
洗
練
を
試
み
､
新
し
い
方
法
論
上
の
視
座
を

構
築
し
て
ゆ
き
た
い
｡

個

人

研

究

東

方

部

中
国
運
河
史
の
研
究

斑
旋
削
社
食
と
そ
の
文
化

毛
揮
東
の
思
想

中
国
音
韻
史
の
研
究

殻
周
文
物
の
考
古
撃
的
研
究

秤
宗
文
献
の
研
究

中
団
の
詩
撃

末
代
の
開
封
と
塩
安

末
代
の
科
学
と
技
術

六
朝
隔
唐
精
神
史

陀
唐
社
食
史
研
究

中
団
中
世
土
地
所
有
制
の
研
究

中
国
近
代
婦
人
解
放
史

白
氏
文
集
語
窺
索
引
の
編
集

末
代
思
想
史

唐
末
給
去
史
の
研
究

日

本

部

日
本
帝
国
主
義
の
研
究

変
革
期
に
お
け
る
歴
史
と
文
化

日
本
労
働
運
動
史

家
族
法
の
研
究

横
井
時
敬
の
研
究

日
本
技
術
史
の
研
究

日
比
野
丈
夫

川
勝

義
雄

竹
内

宜

尾
崎
雄
二
邸

林柳
田

荒
井

梅
原

山
田

吉
川

砺
波

勝
村

小
野

今
井

三
浦

巳
姦
夫

聖
山儲郁

慶
兄

忠
夫護

哲
也

和
子清

国
雄

曾
布
川

井
上

荷

林
屋
辰
三
郎

渡
部

徹

太
田

武
男

飯
沼

二
郎

吉
田

光
邦



日
本
近
代
文
化
史
の
研
究

日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
研
究

日
本
帝
国
主
義
の
研
究

寛
永
文
化
の
研
究

飛
鳥
井
雅
道

古
屋

哲
夫

副
島

国
照

熊
倉

功
夫

九
月

l
〇
日

訪
中
報
告

五

1
年

1
月
二
1
日

訪
中
報
告

文
化
史
お
よ
び
文
明
史
と
し
て
の
国
民
国
家
の
形
成

横
山

俊
夫

西

洋

部

世
界
資
本
主
義
の
構
造

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
15

･
16世
紀
の
社
食
と
思
想

人
文
科
学
の
方

法

ル
ソ
ー
の
政
治
思
想
に
つ
い
て

宗
教
改
革
と
政
治

･
社
食

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の

ヶ
脱
出
″
に
つ
い
て

西
洋
論
理
思
想
史

人
間
関
係
行
動
の
比
較
分
析

フ
ラ
ン
ス
融
合
主
義
思
想
の
研
究

モ
デ
ル
理
論
と
そ
の
臆
用

河
野

健
二

合
田

雄
次

上
山

春
平

板
口

演

一

中
村
賢
二
邸

多
田
道
太
郎

山
下

谷阪
上

内
井

シ
ュ
メ
ー
ル
都
市
の
比
較
類
型
論
的
研
究

前
川

東
方
部
研
究
曾

五
〇
年

五
月

一
四
日

汲
代
の
飲
食

林

朱
門
弟
子
師
事
年
致
綬

田
中

五
月
ニ

ー
日

渡
武
帝
内
借
の
成
立

(
上
)小

南

五
月
二
八
日

高
僧
侍
の
成
立

牧
田

婚
姻
法
貫
徹
運
動
を
め
ぐ
っ
て

小
野

六
月
四
日

梁
武
の
董
天
詮

山
田

宋
初
の
寄
線
官
と
そ
の
周
退

正
男泰孝

惣
七

和
也

勝
村

哲
也

小
南

1
邸

三
月
四
日

山
田
論
文

｢梁
武
の
蓋
天
詮
｣
批
評

御
牧

克
己

三
月

一
七
日

牧
田
論
文

｢
高
僧
侍
の
成
立
｣
批
評

夫
馬

進

田
中
論
文

｢朱
門
弟
子
師
事
年
放

線
｣
批
評

池
田

秀
三

三
月
二
四
日

小
南
論
文

｢
演
武
帝
内
侍
の
成
立

(
上
)
｣
批
評

茂
木

信
之

梅
原
論
文

｢宋
初
の
零
線
官
と
そ
の

周
退
｣
批
評

日
比
野
丈
夫

三
月
三
一
日

林
論
文

｢
漠
代
の
飲
食
｣
批
評

勝
村

哲
也

開
所
記
念
公
開
講
演
愈

五
〇
年

二

月
八
日

大
正
初
期
の
労
働
組
合
槻

ル
ソ
I
の
友
情
に
つ
い
て

文
字
と
左
き
き

嬰
術
講
演
愈

五

一
年
二
月
七
日

於

分
館
講
堂

大
前

虞

樋
口

謹

一

尾
崎
雄
二
邸

於

本
館
合
議
室

巳
姦
夫

謙
t
l

l
廊

諦
亮

和
子

慶
兄

事

業

概

況

夏
期
講
座

｢
原
典
を
讃
む
｣

五
〇
年
八
月

一
日

｢
南
方
銀
｣

坂
本
龍
馬

｢
新
政
府
綱
領
｣

二
日

｢
尚
書
｣
洛
詩
篇
の
注
粋

｢
大
撃
｣
の
解
秤

三
日

ボ
ー
ド
レ
ー
ル

｢
悪
の
花
｣

初

期

｢
救
貧
法
｣
の
原
資
料

於

分
館
講
堂

熊
倉

功
夫

飛
鳥
井
雅
道

小
南

一
郎

島
田

皮
衣

､松
田

清

中
村
貿
二
郎

M
e
rse
n
n
e
an
d
the
t7
th

C
e
n
t
n
ry

-
七

r
o
b
)e
m
of

S

c

ien
tific
A
c
c
e
p
ta
b

ility-

オ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
教
授
A.
C.
C
rom
b
ie

定
年
退
官
記
念
講
演
舎

五

一
年
三
月
二
六
日

於

分
館
講
堂

父
母
恩
重
経
の
話

牧
田

諦
亮

俗
語
と
文
言
と
の
あ
い
だ

田
中

謙
二

所

員

動

静

○
林
巳
姦
夫
助
教
授

(東
方
部
)
は
教
授
に
昇
任

(
五
〇

年
七
月

一
日
付
)｡

○
勝
村
哲
也
氏
を
助
教
授

(附
属
東
洋
嬰
文
献

セ

ン
タ

ー
)
に
採
用
｡

○
松
原
正
毅
講
師

(西
洋
部
)
は
国
立
民
族
嬰
博
物
館
助

教
授

(第
二
研
究
部
)
に
昇
任

(以
上
五
〇
年

t
〇
月

1
日
付
)
｡

○
島
田
皮
次
教
授
は
文
聾
部
に
配
置
換
､
嘗
研
究
所
教
授

に
併
任

(
五
〇
年

1
0
月

〓
ハ
日
付
)0

○
池
田
秀
三
氏

を
助
手

(附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
I
)

四

一
一



東

方

学

報

に
採
用
｡

○
御
牧
克
己
氏
を
助
手

(東
方
部
)
に
採
用

(以
上
五
〇

年

一
二
月

一
日
付
)o

O
野
村
雅

1
助
手

(
西
洋
部
)
は
､
解
任
の
上
､
南
山
大

学
文
学
部
講
師
と
し
て
特
出

(
五

1
年
三
月

三

1
日

付
)0

○
小
南

一
郎
助
手

(東
方
部
)
は
文
学
部
助
教
授
に
配
置

換
｡

○
樺
山
紘

一
助
手

(西
洋
部
)
は
東
京
大
草
文
学
部
助
教

授
に
配
置
換
｡

○
田
中
謙
二
･
牧
田
諦
亮
両
教
授

(東
方
部
)
は
停
年
退

官
｡
田
中
教
授
は
名
替
教
授
に
､
牧
田
教
授
は
名
啓
所

員
に
｡

○
柳
田
聖
山
氏
を
教
授

(東
方
部
)
に
採
用
｡

○
阪
上

孝
氏
を
助
教
授

(西
洋
部
)
に
採
用
｡

○
松
井

健
氏
を
助
手

(西
洋
部
)
に
採
用

(
以
上
五

一

年
四
月

一
日
付
)0

○
薮
内

清
名
草
教
授
は
動
二
等
に
叙
せ
ら
れ
､
瑞
賢
葦

を
授
け
ら
る

(
五
〇
年
四
月
二
九
日
)
0

○
岩
村

忍
名
著
教

授
は
勃
三
等
に
叙
せ
ら
れ
'
旭
日
中

綬
章
を
授
け
ら
る

(
五
〇
年

二

月
三
日
)
0

○
多
田
道
太
郎
助
教
授
は

､
七
月
五
日
羽
田
蚤
､
ホ
ノ
ル

ル
の
東
西
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
で
比
較
民
衆

文
化
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
､
八
月
三
日
韓
国
｡

○
谷

泰
助
教
授

(西
洋
部
)
は
七
月

1
七
日
羽
田
敬
､

イ
タ
リ
ア
中
部
ア
ブ
ル
ッ
ツ
オ
お
よ
び
リ
ビ
ア
･
フ
ェ

ザ
ン
に
お
い
て
､
｢
地
中
海
文
化
圏
の
社
合
と
文
化
｣

調
査
隊
の
二
貝
と
し
て
､
牧
畜
文
化
の
比
較
研
究
に
従

事
､
九
月
二
五
日
韓
国
｡

○
樺
山
紘

1
助
手
は
､
八
月
五
日
羽
EE
静
､
パ
-

･
コ
ル

ド
バ

(
ス
ペ
イ
ン
)

･
フ
ェ
ズ

(
モ
ロ
ッ
コ
)

･
ロ
ー

マ
周
逮
等
で

｢
地
中
海
文
化
圏
の
社
食
と
文
化
｣
調
査

隊
の
言
貝
と
し
て
調
査
を
終
え
､

1
0
月
二
日
蹄
国
｡

○
田
中

淡
助
手
は
'
八
月
五
日
羽
田
額
､
中
国
建
築
学

合
に
出
席
､
故
宮
博
物
館

･
大
同

･
大
原

･
上
海
大
学

等
で
古
代
建
築
の
視
察
及
び
意
見
交
換
を
終
え
､
同
月

一
九
日
韓
国
｡

○
多
田
道
太
郎
助
教
授
は
､
九
月

1
二
日
羽
田
督
､
メ
キ

シ
コ
シ
テ
ィ
･
-
マ
市
内

･
ブ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
市
内

･
ブ
ラ
ジ
-
ア
市
内

･
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
内
等
で

中
南
米
都
市
に
お
け
る
戸
外
杢
問
調
査

(後
備
調
査
)

を
終
え
､

1
0
月
二
二
日
韓
国
｡

○
河
野
健
二
教

授
は
'
九
月

1
二
日
新
潟
杢
港
額
､
モ
ス

ク
ワ
の
ソ
連
科
撃
ア
カ
デ
ミ
ー
で
日
ソ
経
済
聾
者
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
し
､
同
月
二
五
日
韓
国
｡

○
野
村
雅

1
助
手
は
'

二

月

1
七
日
羽
田
肇
､
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
周
遺

･
マ

ン
ハ
イ
ム
･
ウ
ィ
ー
ン
･
ロ
ー
マ

周
蓮
等
で
地
中
海
文

化
圏
の
杜
合
と
文
化
の
調
査
を
終

え

一
二
月

一
九
日
韓
国
｡

○
吉
川
忠
夫

･
勝
村
哲
也
助
教
授
､
小
南

一
郎
助
手
は
､

五
〇
年

1
二
月

1
九
日
伊
丹
覆
､
上
海
圏
書
館

･
挟
西

省

博
物
館

･
北
京
大
学
等
で
研
究
視
察
を
終
え
､
五

一

年

一
月
八
日
韓
国
｡

○
井
上

清
教
授
は
､

1
月
五
日
伊
丹
覆
'
北
京
大
学
に

お
い
て
日
本
近
代

･
現
代
史
に
関
す
る
講
義
及
び
研
究

資
料
蒐
集
の
た
め
滞
在
､
六
月
末
日
蹄
図
像
定
｡

○
梅
原

郁
助
教
授
は
､

1
月
二
七
日
羽
田
覆
､
プ
-
ン

ス
ト
ン
･
ロ
ン
ド
ン
‥
､､
ユ
ン
へ
ン
･
パ
-
大
学
､
ア

四

一
二

テ
ネ

･
エ
ジ
プ
ト

･
イ
ラ
ク

･
イ
ラ
ン
国
立
博
物
館
等

で
中
国
末
代
史
研
究
及
び
資
料
蒐
集
､
五
二
年

一
月
下

旬
韓
国
橡
定
｡

○
飯
沼
二
部
教
授
は
､
三
月
七
日
羽
田
覆
､
ウ
ィ
ン
大
学

日
本
文
化
研
究
所

･
ブ
タ
ペ
ス
-
農
業
博
物
館
等
で
研

究
資
料
蒐
笑
､
-
1
デ
ン
グ
大
撃
で
第
四
同
国
際
農
業

博
物
館
合
議
に
出
席
､
四
月

l
四
日
蹄
圃
0

0
本
撃
研
修
員
規
程
に
よ
り
､
本
研
究
所
に
お
い
て
研
修

す
る
外
国
人
研
修
員
と
そ
の
題
目
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
｡

林

潔

明

(香
港
中
文
大
学
助
理
研
究
員
)

中
国
古
文
字
撃
の
研
究

指
導
教
官

尾
崎
教
授

期
間

五
〇
年
五
月

-
同
年

一
〇
月

J
o
h
n

D
av
id
P
ie
rso
n
(
イ
-

ノ
イ
大
学
文
撃
部
助
教

授

)

徳
富
蘇
峰
の
思
想
形
成
と
そ
の
展
開
過
程
の
研
究

指
導
教
官

期
間

五
〇
年
九
月
-
五

一
年
五
月

吉
田
助
教
授

Te
rry
K
.
D
usen
b
u
r
y
(
ハ
ー
バ
ー
ド
大
挙
大
学
院
生
)

中
江
兆

民
の
研
究

指
導
教
官

飛
鳥
井
助
教
授

期
間

五
〇
年
七
月

-
五

一
年
六
月

D
a
v
id
J
o
h
n
B
o
g
g
e
tt
(
ジ
十
-
ナ
-
ス
-
'
｢
R
o
n
in
｣

編
集
者

)

東
南
ア
ジ
ア
及
び
東
ア
ジ
ア
へ
の
中
国
科
学
技
術
の

イ
ン
バ
ク
ー

指
導
教
官

山
田
助
教
授

期
間

五

一
年
二
月
-
五
二
年

1
月

A
llio
u
x
y
v
e
s
M
arie

(フ
ラ
ン
ス
国
立
科
挙
研
究
所
)



日
本
近
代
文
学

指
導
教
官

多
田
助
教
授

期
間

五
〇
年

一
〇
月

-
五

一
年
九
月

M
ic
h
et
S
tr
ikm
a
n
n
(フ
ラ
ン
ス
国
立
高
等
研
究
院
第
五

部
研
究
員
)

六
朝
時
代
の
宗
教
と
杜
合

指
等
教
官

川
勝
教
授

期
間

五

〇
年

二

月

-
五

1
年

1
0
月

Ch
a
rte
s
R
I
Bac
k
u
s
(
プ

-
ン
ス
ト

ン
大
学
大
学
院
生
)

南
詔
園
と

唐

朝

の
関
係

指
導
教
官

欄
波
助
教
授

期
間

五

一
年
五
月
-
同
年
七
月

L
ou
ise
C
o一t(
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
フ
ォ
ッ
グ
美
術
館
撃
塾

員
)

日
本

近

世
に
お
け
る
聾
能
と
工
塾

指
導
教
官

林
屋
教
授

期
間

五

一
年
四
月

-
五
二
年
三
月

郭

麗

英

般
若
思
想
の
研
究

指
導
教
官

期
間

五

一
年
五
月

-
五
二
年
四
月

○
客
員
教
授

R
ic
h
a
rd
J
ose
ph
P
ear
s
o
n

束
ア
ジ

ア
文

化
の

考
古

人

類

学
的
研
究

期
間

五
〇
年

1
0
月
-
五

1
年
三
月

出

版

物

紀

要

人
文
学
報

第
四

〇
故

(紀
要
第
七
二
朋
)

五
〇
年

一
二
月

1五
日
刊

人
文

学
報

第
四

丁
涜

(紀
要
第
七
三
筋
)

五

一
年
三
月
三

l
日
刊

東
方
学
報

第
四
八
析

(紀
要
第
七

1
耕
)

柳
田
教
授

五

〇
年

一
二
月

一
〇
日
刊

研

究
報
告
そ
の
他

東
洋
学
文
献
類
目

一
九
七
三

五
〇
年
九
月
三

〇
日
刊

編
)

疑
経
研
究

牧
田
諦
亮
著

五

一
年
三
月
三

I
日
刊

元
曲
選
搾

第
三
集

五

一
年
三
月
三

一
日
刊

(附
属
東
洋
嬰
文
献
セ
ン
タ
ー

K
y
o
to
U
n
ive
rsity
A
fr
ic
a
n

Stud
ie
s
V
o
t.
)
0

(
京
都
大
草

7
7
-
カ
撃

術

調
査
報

告

)

五

一
年
三
月
列

化
政
文
化
の
研
究

林
屋
辰
三
郎
編

五

一
年
三
月

1
二
日

(岩
波
書
店
)
刺




